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第 3326 回例会（令和 3 年 8 月18日・水）

今週のプログラム

次週のプログラム
 8 月25日（水）　　ゲストスピーチ
「米国のコロナ禍に学ぶ

わが国地方のポテンシャル」

松江市長（名誉会員）　上
うえ

定
さだ

昭
あき

仁
ひと

氏

 8 月18日（水）　　会員スピーチ
「航空会社の現状と地域との取り組み」

日本航空㈱山陰支店長　澤
さわ

山
やま

英
えい

治
じ

氏

●例会変更のお知らせ
月　　日 クラブ名 受付場所

8月24日（火） 松江しんじ湖 すいてんかく
8月31日（火） 松江しんじ湖 すいてんかく
9月  2日（木） 松 江 東 ホテル一畑
9月21日（火） 松江しんじ湖 すいてんかく
※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため状況により急遽
変更（ビジター受付なし）もございますので事前に事務局
へ確認願います。

会 務 報 告
小林会長
● ゲストスピーカー紹介
YRCAの皆様（50音順）
平濱八幡宮・武内神社  禰宜	 青

あお

木
き

義
よし

親
ちか

様
Food Marico  代表	 上

うえ

田
だ

まり子
こ

様
㈱REMURIA  代表取締役	 遠

えん

藤
どう

麻
ま

衣
い

子
こ

様
㈱一畑バス  取締役観光部長	 大

おお

谷
たに

聡
そう

介
すけ

様
㈱アトリエカーサ  代表取締役	 片

かた

寄
よせ

洋
よう

子
こ

様
㈲なにわ旅館  代表取締役社長	 勝

かつ

谷
たに

有
ゆう

史
じ

様
川井香織設計事務所  代表	 川

かわ

井
い

香
か

織
おり

様
㈱文泉堂  専務取締役	 仙

せん

田
だ

利
とし

夫
お

様
㈲風流堂  代表取締役	 内

ない

藤
とう

葉
よう

子
こ

様

景山幹事
● �ガバナー事務所より「令和3年7月熱海土石流災害
被災者に対する支援金」報告と第2620地区小林總
一郎ガバナーよりお礼状が届きました。
第2690地区支援金合計金額は2,746,473円でし
た。
御協力頂きありがとうございました。

● �ロータリーレート変更のお知らせ
8月1日より1ドル110円（現行111円）

● �本日例会終了後、定例理事会開催。

委 員 会 報 告
● �親睦・出席委員会� 谷口正親睦・出席委員長

出席報告

第3325回例会記録 令和 3 年 8 月 4 日（水・晴れ）

63名
40名
23名
72.73％
88.14％

会 員 数
出席者数
欠席者数
出 席 率
前々回補正

（出席免除会員含む）

■ビジター

■メーキャップ

なし

山崎、和田（松江南）、内海、谷本、辻（オンライン）

8月22日（日）	 地区公共イメージセミナー
	 ホテルニューオオタニ鳥取
9月  1日（水）	 定例理事会
9月22日（水）	 若手ロータリアン候補育成勉強会（YRCA)第3回
	 ホテル一畑１F「松」
	 12時30分～13時30分

　

2021年8月〜9月の予定



プ ロ グ ラ ム
「YRCAの皆様 自己紹介」

YRCAの皆様

 
ニ コ ニ コ 箱

� 27,000 円
小林、佐藤（YRCAの皆様のスピーチに期待して。）
高梨（文泉堂仙田さん同級生がいると嬉しいです。）
中川、後藤、中司、中村、津久井（誕生月）
舟越（出席100％賞）
川内、中川（入会月）
山尾（結婚月）
※�7月28日、岩﨑陽一ガバナーからスマイルを頂きま
した。

ベストメッセージ賞：該当者なし
司会　木村俊一郎会場監督

【8月理事会報告】
・地区補助金と組織図の件
・�2023－24年度会長予定者選出を歴代会長会に
お願いする件

私
と
中
国
・
台
湾

た全ての人が親日家であったと言っても過言では
ありませんでした。
おかげですっかり台湾が好きになりました。
そして1990年日本航空へ入社致しました。入
社後ずっと台湾へ異動希望を出していたのです
が、1996年に異動したのは北京でした。そこで
営業を担当していたのですが、規制まみれの社会
主義中国の中で色々苦労しましたが、その中に台
湾と変わらぬ価値観がありました。それはベタで
すが「人と人とのつながり」です。
学生時代に行った台湾は戒厳令解除後間もない
頃でした。仕事で行った中国は改革開放路線をひ
た走っていた頃で、どちらも法治国家ではありま
せんでした。法律は権力者の道具であり頼りには
なりません。その様な国・社会で信じられる人を
見つけ、関係を築く事が災いなく過ごすのに必要
な事でした。
時代は移り変わり、昔は貧しかった台湾も今で
は半導体生産で世界一となり、日本の大手電機メ
ーカーを買収するまでになりました。中国はGDP
世界二位となり、超管理国家への道のりを歩んで
います。しかしながら「人と人のつながり」は今
も変わっていないはずです。機会があれば関わっ
ていきたいと思います。� （空港管理）

今年度新規で入会させて頂きました津久井宏で
す。何卒宜しくお願い申し上げます。
私と中国・台湾との出会いについてお話したい
と思います。
私と中国の出会いは約40年前、1982年（昭和
57年）高校一年生の時、少林寺拳法に入門した事
です。（少林寺拳法の総本山は香川県多度津町にあ
り、私の故郷である丸亀市の隣町です。）
そこには中国少林寺からの留学生がおり、練習
後にその方の部屋でお茶を頂きながらお話をして
いるうちに中国語の奥深さ、面白さに触れ、話せ
るようになりたいと思いました。また、師範の先
生から「津久井君、これからは中国の時代だよ。
中国語をやっておけば将来就職は問題ない。」など
と、今から考えると根拠の薄い？アドバイスを真
に受けた私は何も考えず中国語専攻の道へ進んで
しまいました。
学生時代、知り合いから誘われて台湾へ一年弱

「遊学」しました。昼間は学校で勉強、夜は日本
人向けの学習塾講師でアルバイトして過ごしまし
た。
台湾で驚いたのはその親日ぶりでした。
街の知らない人やタクシーの運転手、アパート
の大家さん、屋台のおばちゃん等々、私が交流し

津
つ
久
く
井
い
　　　宏

ひろし
　



第2620地区小林總一郎ガバナーより
「令和3年7月熱海土石流災害被災者に
対する支援金」お礼状が届きました。

YRCA（第2回） 日時：8月11日（水）12時30分〜13時30分
会場：ホテル一畑１F「松」

勝谷有史氏 大谷聡介氏 内藤葉子氏

勝谷有史議長の司会進行で始まり、勝谷さん、大谷さん、内藤さんそれぞれの事業所について説明されま
した。その後、質疑応答。小林会長の講評で終了。有意義な会でした。
その後もYRCAの皆さんは会場に残って情報交換をされていました。次回は9月22日㈬です。


